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山形県

道 路 の 切 り取 り面 と 化 石

山 野 井

. は じ め に

しい地層, とくに第四紀層を研究す
る者 にとって,良い露頭が少ないことは悩みの一つ

である.た とえ露頭があった

時代の ものであれば岩質が

す ぐに植物 にその表面 をお

よ,i.れが新 しい

こともあって,

れて しまった りし

て,堆積物 を直接見れないことが多い. しか し, こ

うした新 しい地層が分布 している所 は人間の生活の

基盤 として利用されていることが多いため,土木工

事などによって新たな露頭が人為的に作 り出される

ことも少な くない. したがって我々のように新 しい

地層を研究対象 としている者にとっては,土木工事

現場 は良好な観察の場 となる. とりわけ道路の切 り

取 り法面 は, しばしば地質学的に重要な事実を提供

して くれている.

今回は,今 までに数多 く見てきた こうした法面の

うち, とくに山形県の第四紀 などの新 しい時代の環

境 を解析する上で重要 と思える化石が得 られた現場

をとり上げ,そこの化石 を紹介 し,あわせて産出の

意義 について若干の解説 を加 えてみたい と思 う.

2,各 地 の 化 石

1 升形のメタセコイア

場所 は新庄市の升形 (升形駅西方約1,500m)の主

要地方道 (新庄｡戸沢線)の改良工事現場である (第

1図).道路は北方の山地部 に切 り込 まれ拡張されつ

つあった. ここの岩質 は砂岩,泥岩の互層を主体 と

し,亜炭層や亜炭質泥岩が介在 されてお り,化石 は

徹*

第 1図 新庄市升形の連絡改良工事に伴う掘さく面

×印の地層からメタセコイアなどの化石が産出した.

産出する化石 は,各種鶴広葉樹の葉や単子葉植物

(ヨシやガマ)が目立つ. とくに注 目すべ き化石 と

しては,メタセコイア,スイショウ (水松)それに

フウ (楓)である (第 2図).

メタセコイアは1941年に故三木茂博士 (当時大阪

市大教授)が未知のスギ科の化石に対 して与 えた属

名である. ところが,1946年にこの木が中国の四川

省で生 きていることが確認 され,｢生 きていた化石｣

として有名 になった植物である.山形県にも各地 に

植栽 されてお り生育 は良好である.化石 としては大

阪層群や新潟県の魚沼層群などの第三紀末か ら第四

紀の始め頃の堆積物の中か らとくに多 く産出してい

る. これ らの植物化石の出る時代の植物化石群 に対

して,北海道大学の棚井教授 は ｢明石型植物群｣ と

いう名称 を与 えている.また同教授 は山形県の この

地方か ら出 る植物化石群 に対 し,｢新庄型植物群｣と

名付 け, これを明石型植物群の前の時代の もの とさ

れた. これは新庄地方の化石が,かつて木友炭鉱か

ら出たコンプ トニア というヤマモモの仲間や より一

層第三紀的な要素 をもつ化石が多いためである. し



第 2図 新庄市升形から産する化石とそれに関連する植物

1:メタセコイアの葉の化石, 2:現生のメタセコイ

スイショウ(水松),(4:オこグルミ,5:

ミ,これらはこ

か し上記の両植物群が,はたして上

否かにつ

のメタ

の植物

いては異論 をとなえる研究

アなどの産出によって

時代であるという決定は

両植物群がある部分では時代的に重な り合 う

を暗示 している｡今後,新庄地方の本合海層やさら

に上位の地層か らより一層地質時代が明確 にできる

化石 (示準化石)の出ることが期待 される. とくに,

クル ミの実の化石 (第 2図の 4, 5)の発見 は上記

の問題 を解 く糸口になるであろう｡

2 宮田 ･折渡農免道路 とイポ ビシ

舟形町の折渡か ら富田の段丘へ通 じる道路がで き
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た. とくに最上川右岸 をカットした ことによって出

現 した一連の露頭 は,背斜構造や堆積環境 を理解す

るのに絶好の巡検地 となっている. ここに露出する

地層は第三紀鮮新世の大林層 とワラロ層である.大

林層 は泥岩や砂岩の互層を主体 とし,亜炭層や亜炭

質の粘土 をはさんでいる. この大林層は第三紀 に山

形県内の内陸部 に広がっていた海が湖水化 してい く

過渡期 にできた堆積物である. このルー トの一連の

堆積物 をみてい く

れ,やがて徐々に

成層 と湖成層が交互 に現 わ

が卓越 してい く様子が よく

理解できる,大林層の上位のワラロ層は凝灰質の粗

粒砂か らなっている.岩質 はルーズなため対岸の南

方に実粟屋川な どの侵食地形 を造 り出している｡ ま

た この層は,次年子において珪砂 として掘 り出され

ている.化石 は大林層の最上部のワラロ層 との境界

部付近か ら産出する(第 3図). ヒシの化石であるこ

第 3図 宮田 ･折渡農免道路開設による露頭

×印の地層からイボビシの化石が産出した.

とはす ぐわかるが,圧力 を受 けておしつぶされ,元

来立体 的な ものが平面的な状態 として産 出 してい

る.つぶ されている方向が一定 していないため原形

をつかむにはかな りの個体数の観察 を要する.比較

的形が良 く産 した化石 と復元 された ヒシの形態 を第

4図に示す｡

現在の ヒシとはだいぶ異なった形状 をしている｡

このヒシは先 に述べた三木茂博士の命名 したイボビ

シである. この ヒシはすでに絶滅種であるが,当時

この付近一帯が広い湖であった頃,岸辺の水面 をお

おいつ くす ように繁茂 していた姿が想像 される.そ

して親植物か ら分離 した実が,水面 をただよい,や
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がて,岸か らかな り離れた この位置で沈んだ もので

あることが, ここの岩質か ら考 えられる.

物

ここには ドライブインが建てられているが,化石 は

この取 りつけ道路 と建物の西側のガケ付近の 2か所

か ら産出した.

面 として区分されている堆丘堆積物であるが,下方の

取 りつけ道路付近の地層は,ここに介在 していた木片

の放射性炭素による年代が今か ら約32,000年前のも

のであることか ら,上位の ものよりは新 しい尾花沢

Ⅰ面の堆積物であると考 えられる.上位の古い段丘

堆積物 (建物の西側の切 り取 り面,第 5図)か らは,

エゾマツの球果やその枝 と思われるもの,あるいは

カラマツ, コメツガなどの球采が出る.他方,下位

の取 りつけ道路付近の地層か らは,マツ-ダ (トウ

ヒの仲間)が多産凍る (第 6図). これ らの植物 は,

U帯 に生育する植物である.

ま両地点 とも,平均気温にし

×印は亜高山性植物化石が産出した層準

第 6図 尾花沢市横内の ドライブイン付近から産出する

亜高山性の植物化石

1-3:エゾマツの球果,4:エゾマツの球果鱗片,

5:エゾマツのものと思われる小枝, 6:カラマツの球

果,7:コメツガの球果,8:イラモミの球果,9:イラ

モミの球果鱗片,(1- 7はドライブイン西側, 8･9は

取 りつけ道路から産出)



て現在 よりは少な くとも5- 6oCは低温であった と

考 えられる.取 りつけ道路付近の堆積物の時代 は,

絶対年代 あわせて考 えると,ウルム氷期の中期の

リー トリー亜氷期)に担 当す る寒冷

な時期 と推定される.他方,上位の古い段丘の時代

は今の ところ正確な時代 として決定で きないが,少

な くともウルム氷期以前のいずれかの氷期の堆積物

とみなす ことがで きる.なお,両地点の準積物中の

花粉分析 をした結果では, トウヒ,モ ミ,ツガ,マ

ッ (ゴヨウマツ)などの諸属が主体 をなしせいた こ

とを付記 しておきたい.

4 古次年子地すべ りとチ ョウセンゴヨウ

大石田町の西部,外山か ら次年子方面 に向かい大

里林部落の手前の次年子川右岸 には長馬蹄形 をした

古い地すべ り地形がある. この地すべ り地の対岸の

道路の切 り取 り面 に,薄い泥炭層をはさむ段丘様堆

積物がある(第 7図参照). この堆積物 は傾斜 した第

第7図 古次年子地すべり地対岸で第三紀層を不整合に

おお う段丘様堆積物

×印はチョウセンゴヨウの種子を産出した層準

三組層の上 に基底棟 をうす く乗せ,傾斜不整合で堆

積 している. この地層は単なる段丘堆積物 とは考 え

られず,古次年子地すべ りと密地な関係を もつ もの

と推定される.すなわち,古地すべ り土塊が次年子

川を埋 め,その際の貯水域の堆積物 としてこの地層

が形成 された とみなされるか らである. ここか ら産

出する化石 は多 くはないが,チ ョウセンゴヨウの種

子が認められた (第 8図).種子 はいずれ もリス と思

われる小動物 によって食害 されている.チ ョウセン
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ゴヨウは現在では本州中部の亜高山帯にわずかに分

布するほか,朝鮮｡満州やウス リー地方などに多い.

また,種子化石の産出層準の花粉化石 を分析 してみ

ると, トウヒ属やモ ミ属,あるいはツガ属,マツ属

(ゴヨウマツ) といった亜高山帯性の花粉 を主体 と

した構成である. したがって この地層が堆積 した当

時 は付近 はかな り寒冷であった と考 えられる. ここ

に埋没 して いた木 片 の放射性 炭素 に よる年代 が

23,690±780年前 (Gak-8641)であることか ら,ウ

ルム氷期の最盛期 (最 も寒冷であった時期)の堆債

物である..したがって古地すべ りはこの時期 に発生

した もの とみなせる.

古地すべ り地形 は新潟県など現在の地すべ り多発

地域 には至 る所 に認められている. こうした古地す

べ りが発生 した年代 はある時期 に集中していたので

はないか という ｢地すべ り多発時代｣説 もある.そ

の時期 はウルム氷

地区で得 られた結

夕として貴重なもの と

ると仮定 されてお り, この

の説 を支持する 1つのデー

3. お わ

以上, これまで観察 し

うち比較的意義深いと思

を紹介 してきた. これは全体

り取 り面の

出 した地点

まとまった もの

ではな く,むしろ断片的なデータの報告 と考 えてい

る.山形県では,新 しい時代の地層の露出が必ず し

も良好でないことは前述の とお りである｡ したがっ

て こうしたデータの集積がやがては集大成 されるで

あろうことを信 じ,あえて公表 した次第である｡

工事現場 は機会があれば観察するように努 めては

いるが,そのタイ ミングが悪い と,地質断面 は諸施

設等 によっておおわれ,半永久的に見 ることがで き

な くなっている.むしろこうした現場の方がはるか

に多い ことも残念なが ら事実である.多 くの適切 な

工事現場 を知 り,その観察の良いタイ ミングを得 る

には,個人の注意のみでは限界がある.最後 に, こ

うした情報 を少 しで も多 く得 るために, 日頃野外 を

相手 にしてお られる会員諸氏の御通報 を切 にお願い

する次第である｡
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4:マツ属 (ゴヨウマツ)の花粉, 5:トウヒ属の花粉, 6 :ツガ属の花粉.
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